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会員各位

　 （公社） 日本口腔外科学会の公式英文誌 JOMSMP の最新号 （36 巻 3 号） がオンライン配信されておりますので， リンク先 
（https://www.sciencedirect.com/journal/journal-of-oral-and-maxillofacial-surgery-medicine-and-pathology/vol/36/issue/3）を 
お知らせ致します．
　JOMSMP （IF=0.4） は， 今後の IF 値の上昇と PubMed 収載を目指しているところです．
　つきましては， JOMSMP 掲載論文の積極的な引用と多くの原著・総説論文のご投稿を頂ますよう， よろしくお願い申し
上げます．

Editor-in-Chief  Yoshiki Hamada



また， 以下の２点について， あらためてご承知おきのほど， よろしくお願い致します．

　① JOMSMP 掲載論文 （原著・総説に限る） のオープンアクセス出版について

　原著， あるいは総説論文のオープンアクセス出版を希望される場合には， Asian AOMS からの 1,000 USドル （出版費用 3,000 US
ドルの 1/3 相当） の報奨金制度をご利用頂けます．この制度は， 現在のところ第 37 巻 6 号までの掲載論文を対象としております．
なお， この報奨制度に該当する著者におかれましては， 通常の掲載手続きを完了された後に， JOMSMP 編集部 （Christina Gray 
<jomsmp@tsurumi-u.ac.jp>） 宛にメールにてお知らせください．
 
　② 学位申請論文の優先査読制度について

　学位申請論文を投稿される場合には， その旨をカバーレターに明記して頂くことで， 査読過程を優先的に進めております．具体
的には， 完成度の高い論文であれば４週間以内の Accept を目標に査読を進め， First decision までの期間を可及的に短縮して頂く
よう， reviewer の先生方にお願いしております．
　ただし， 当然ですが査読は公正に行われ， Accept をお約束する制度ではありませんので， ご了承のほどよろしくお願い致します．


